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地殻変動下の情報通信
- その意義と役割-
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1. は じめ に

昭和 35年の夏,北海道大学において本学会

を含む電気四学会連合大会が開催されたことが

あります.当時東大電子工学科猪瀬研究室の大

学院学生であった私は,この大会に参加 して研

究発表をするとともに,数名の友人達 と前後

10数 日間をかけて,道中,道南の主だった名

所巡 りを致しました.そのときに感じた本土と

は一味違った初夏の北国の好ましい印象を懐か

しく思いIrllLます.顧みますと,このときが本

学会との意識 したお付き合いの始まりであった

ように思います.電気通信学会と称 していた本

学会の会員数は1万 1千余 りで,論文誌はまだ

なく研究論文 も学会誌に掲載されていた時代の

ことです.以来,40年弱, ときには密に, と

きには疎に,その関係には多少親疎の波はあり

ましたが,大会,研究会,論文誌,学会誌等を

研究発表や新知識吸収の場として終始利用させ

て頂 くと同時に,学会活動のいろいろな局面で,

優れた多くの会員との交流を通 じて,啓発され

るところが大きかったのであります.

この度思いもかけず,会員の皆様の御推挙に

より会長に就任致 しますことは誠に光栄に存 じ

ますとともに,その責任の塵さを痛感 している

次第であります.有能な役員,評議員の方々,

並びに仕事熱心な事務局諸氏の御助力を得て,

この伝統ある人学会の健全な発展に微力を尽 く

御鞭樋を頂けますようお願い申し上げます.

2. 変貌する情報通信

インターネットの急連な発展,携帯電話を中

心 とする移動体通信の爆発的な普及,ISDNの

着実な展開とその高速化,そしてディジタル放

送の登場等,21世紀 を口前にして,情報 ･通

信 ･放送は今や大きく変貌を遂げ,本格的なマ

ルチメディア時代が到来 しつつあります.

実際, 口米関の通信回線は一昨年の初めに

データ回線の容量が電話回線の容量を凌駕し,

米国では昨年遂に国内通信網においても,デー

タの トラヒックが音声の トラヒックを超えたと

いわれております.我が国でも同様に,音声 ト

ラヒックとデータトラヒックの逆転現象がここ

数年以内に起ると予想されます.前世紀の後半

に実用化された電気通信は長年にわたる技術開

発の結果人きな発展を遂げましたが,その主体

は今世紀の大半を通じて一貫して電話網であり

ました.今 日,この電話主体の電気通信に一一大

変革が起 りつつあ り,21世紀にはこれまでと

は様相の全 く異なるマルチメディア情報通倍に

変貌するものと予想されます.この変革を可能

にした技術的な要素は多々ありますが,最も人

きな要素はいうまでもなくディジタル化であり

ます.最近ようやくテレビジョン放送のディジ

タル化が実用に供されるようになりましたが,

情報通信の分野におけるディジタル化は昨今に

始まったわけではなく,ここ数十年 一貫して続

いております.アナログ的手段で達成できる性

能 ･機能はすべてディジタル的手法で達成する

ことが可能であるばか りでなく,アナログ的な
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手法では到底実現できない様々な性能 ･機能を

ディジタル的手法で実現することが可能であり

ます.したがって,集積回路技術,更にはこれ

らを用いた信号処理技術がこれまでどおり進歩

する限り,情報通信システムは早晩すべてディ

ジタル化されることはほとんど疑問の余地がな

いのであります.

ディジタル技術 とともに生まれたコンピュー

タは驚 くべき発展を遂げて今日に至っておりま

す.通信におけるディジタル化は1960年代中

ごろ,短距離搬送回線-のPCM24方式導入に

始まり,続いて長距離搬送回線のディジタル化

やディジタル交換機の導入を経て,現在 ISDN

網の構築が進められ,加入者回線のディジタル

化が進行中であります.

一方,テレビジョン放送の分野は通信網と異

なって伝送の階梯がなく,局から直接数千万に

及ぶ視聴者へ電波を届けることから,視聴者に

密接影響を与える新方式の導入には勢い慎重に

ならざるを得ないという事情がありました.し

かし,放送においてもディジタル電波を用いた

テレビジョン,音声,更にはマルチメディア放

送という新しい媒体が登場しつつあるのであり

ます.

情報通信分野は長年にわたって蓄積されたこ

のディジタル化というマグマのエわ レギーの噴

出によって,今や広範で激 しい地殻変動を起 し,

あちらこちらで海底が隆起 して陸地を形成した

り,平原が陥没して水面下に消えたりしており

ます.近い将来,この分野の地形図は完全に塗

り替えられることになるでしょう.そして,この

変化に適応できない樵は脱落していきますが,

環境に適応する新しい種が出現し,全体として

より大きな繁栄へ向かうものと予想されます.

このようなディジタル化技術を核とするマル

チメディア情報通倍の発展を推進したのが半導

体デバイス,集積回路,映像 ･音声圧縮, 高能

率伝送方式,変復調,光ファイバ,衛星通信,

コンピュータハード,ソフトウェア,基礎理論,

情報理論,信号理論,誤り訂正符号化技術,暗

号化技術,パターン認識,画像理解等々,本学

Vol.82,No.6

会の四つのソサイエティと 一つのグループが守

備範囲とする各種学問 ･技術のたゆみない進歩

であることは申すまでもありません.

3. 物流と情報流通

ここで物流システムと情鞭流通システムとを

対比して論じてみることに致します.これらー二

つのシステムは現代社会に欠かすことのできな

い社会システムであり,物と情報という外見は

非常に異なっておりますが,共に人間社会の必

要とするエンティティー (実体)の流通をつか

さどる点において共通性があります.物流シス

テムにおいては道路網,鉄道網,港群あるいは

空港群という物理的なインフラストラクチャの

上に,自動車交通,列車交通,海上交通,航空

交通等のサービスシステムが展開されておりま

す.一方,情報流通システムにおいては,メタ

リックケーブル,光ファイバケーブル,地上波

無線伝送路,あるいは衛星無線伝送路といった

物理的な伝達網の上で,音声電話,データ,ファ

クシミリ,テレビ電話,テレビ会議,移動電話,

更にはマルチメディア等各種の情報通信サービ

スが行われます.現時点では物流システムに対

する総投資額は情報流通システムに対するそれ

よりもかなり大きいのであります.しかし,礼

会構造が高度化するにつれて後者の比重が珊対

的に大きくなっていくことは間違いありません.

3.1 陸上交通網と情報通信ネットワークの

対比

さて,陸上交通には鉄道交通と道路交通とい
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う性格の異なる代表的な交通手段があります.

鉄道交通は蒸気機関車の発明を基に19世紀の

中ごろから,また,近代的な道路交通は内燃機

関を用いた自動車の開発を基に今世紀の初めご

ろから始まりました.平成 10年度版の運輸白

書によれば,年間の国内旅客輸送量に関しては

鉄道交通が 3,950億人キロ,道路交通が9,450

億人キロ,航空交通が 732億人キロとなってお

ります.また,国内貨物輸送量に関しては,秩

道交通が 246億キロトン,道路交通が3,063億

キロトンであり,旅客,貨物共に道路交通が最

も大きいのであります.御承知のとおり,我が

国は世界の先進国の中でも鉄道交通のウエイト

が最も高い国であり,米国では道路交通が圧倒

的な比重を占めております.

一方,情報流通システムのインフラストラク

チャである情報通信ネットワークには,その論

理的な側面,すなわちプロトコルに着日して大

雑把に分類 しますと,回線交換的なネットワー

クとパケット交換的な (IPベースの)ネット

ワークというー二つの代表的な形態があります.

これまで長年公衆通信網の主流を占めていた公

衆電話網の場合,アナログ網はもちろん,狭帯

域 ISr)N網も基本的には回線交換ネットワーク

であり,インターネットに代表されるパケット

交換ネットワークが登場 したのは比較的近年の

ことであります.パケット交換的なネットワー

クでは情報をパケットと称する塊に分割し,各

パケットにはあて先を書き込んだヘ ッダが付け

られております.そして各ノードはヘッダ情報

を読んで目的地へ向かうのに適当な次ノードへ

パケットをルーチングしていきます.このため

パケット交換的ネットワークはしばしば郵便シ

ステムにたとえられます.しかし見方を変える

と,ヘッダという運転席を持ちそれ自体完結 し

た情報の塊が幾つもネットワークの中を自由に

走 り回り,ノードというインターチェンジや交

差点で乗り降りしたり,右左折する姿はまさに

道路交通を坊排とさせます.これに対し,回線

交換的ネットワークではいったん呼接続が行わ

礼,接続が終了するまでその呼が軌道を独占的

に使用します.したがって,回線交換的ネット

ワークは鉄道交通に細心させることができます.

3.2 秩序と選択の自由

ところで,我々は常口ごろ交通渋滞に悩まさ

れ,高速道路を計画した当局の先見の明のなさ

をあげつらったり致します.これに対して,電

話網においては災害発生時のような特別な場合

を除けば,電話はいつでもつなが ります.東名

高速道路でも,その トラヒック容量は自宅前の

路地のそれのせいぜい数十倍から数百倍程度で

あるのに対 し, 電話網では東京 ･人阪間の幹線

は加入者線の何万倍 もの容量を持ってお りま

す.こうしてみると電話網はシステムとしてよ

く設計され,管理されていると申せましょう.

しかしひるがえって考えてみると,交通網の

場合,我々が自宅から目的地-行 く手段にはい

ろいろなオルタナティブがあります.徒歩や自

転車で最寄 りの駅まで行き,駅から電車で東京

駅へ,そこで新幹線に乗 り換えて大阪へ行 く.

ハイヤーやマイカーで目的地-直行する等々.

自宅と路地とのインタフェースは何とシンプル

で汎用性に富んでいることでしょう.まさにマ

ルチメディアインタフェースそのものではあり

最初に挙げた手段だけに限定すれば,交通渋滞

は一挙に解決するに相違ありません.しかし,

いったん選択の自由を享受した我々は,このよ

うな規制を受け入れることは最早不可能でしょ

う.ところが不思議なことに,電話網では長年

にわたってこれと類似な規制を受け入れていた

のです.加入者宅か ら電話局 まで0.3-3.4

kliz帯の音声に制限され,幾つかの中継局を経

るごとに東を太くし,長距離搬送回線で大阪ま

で伝送するということは,自宅から電話局まで

歩いて来い,それから先はバスや電車を乗り継

いで,最後は新幹線で運んであげようというこ

とにほかなりません.回線交換の狭帯域 ISDN

ではこの事情は多少緩和されますが,それでも

交通の例と対比させれば,せいぜい自転車やバ

イク程度の利用が認められたのにすぎません.
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依然としてハイヤーや トラックなどは自宅の前

に横付けできないのであります.

このように考えると,意外に思われる方もお

られるでしょうが,物流システムと比べてある

意味で情報流通システムは後れていたというこ

ともできるのではないでしょうか.この言い方

の代 りに秩序を選び,道路交通は秩序を犠牲に

して白山を選択 したということができるかもし

れません.問題は,陸上交通では早 くから秩序

を束んずる鉄道と自由を重視する道路交通とい

う性格の異なる選択肢が存在 して競争が行われ

ていたのに対し,通信の世界では,つい最近ま

で鉄道に相当する電話網に対抗する選択肢が事

実上存在しなかったことであります.実際,公

共財としての道路を利用して,タクシー業,運

送業,宅配業,観光バス業,その他諸々のサー

ビス業が展開されております.これに対 して,

通信では昭和 60年の事業法の制定まで一企業

休の独占が続いており,通信網の上で異なる企

業体がいろいろなサービス業を展開することは

許されていなかったのであります.

3.3 情報通信ネットワークの進化

しかし近年,急速にこの後れを取 り戻す動き

が出てまいりました.制度上の規制緩和と同時

に,ネットワーク-のアクセス手段 も,XDSL

による既存 メタリックケーブルの高速化,

CATV網の利用,携帯電話等を利用するモバ

イルアクセス,広帯域無線アクセス,衛星通信,

各加入者宅への光 ファイバケーブルの引込

等々,多様化 しつつあります.このようにラー

スト1マイル,ユーザの立場からはファースト

1マイルはマルチメディアに適合すべ く変身中

であります.また,ネットワークの論理的な構

成もIPベースの通信をサポー トするものが急

増しております.

こうして,情報通信の分野でもインターネッ

ト上で,電子商取引,電子決済,電子新聞,梶

想会社,サイバーショッピング,仮想会議,そ

の他様々なサービス業や企業活動が展開される

ことになります.道路幅を増やしたり新たな道
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路を建設するのには通常人きな困難が伴います

が,情報伝送路,特に光ファイバ回線の容量を

増やすことは波長分割多重技袖やソリトン技術

等によって,比較的容易に行うことができます.

先に情報流通システムは物流システムに比べて

後れをとっていたという表硯を致しましたが,

見方を変えるとそれだけに今後より人きな発展

の可能性を残しているといえましょう.また,

物流において,渋滞や事故多発という大きなマ

イナス面を抱えながらも,道路交通が鉄道交通

より優越 した地位を保っているように,ふくそ

うによる伝送遅延やパケット紛失,更にはセ

キュリティの問題を抱えながらも,パケット交

換的ネットワークが回線交換的ネットワークを

超えるのは当然の帰結であるといえます.そし

てパケット交換的なネットワークの持つマイナ

ス面は,今後の技術開発によって克服されるこ

とでしょう.一方,新幹線の開発や大都市にお

ける通勤電車網あるいは地下鉄網の整備が,衰

退の-一途をたどっていた鉄道に祁当程度の復権

をもたらしたように,回線交換的なネットワー

クも新技術の導入によって,一定の役割を今後

とも担うことは確かでしょう.いずれにせよ情

報通信は今世紀末にして爆発的な進化の秋を迎

えているのであります.

4. 21世紀における情報通信の役割

さて,本通常総会から始 まるこの 1年間は

20世紀内の最後の学会会期 となります.来世

紀を目前にして,世間では各種のメディア等が
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過去百年の回顧や来るべき21世紀の展望を特

集 しております.こうした中で 1901年 (明治

34年)1月 2日及び3日付けの報知新聞の ｢二

十世紀の予言｣と題する記事がしばしば引用さ

れます.この記事は科学技術に基づ く社会生活

上の進歩発展を23項目にわたって予測し,20

世紀をバラ色に描いております,いわく,無線

電話で東京にいる人がロンドンやニューヨーク

にいる友人と自由に対話できるようになる.ま

た,カラーファクシミリ,空調機器,テレビ電

請,テレショッピング,薪炭,石炭の代 りに電

気燃料,東京一神戸間2時間半の列車,マイカー

の出現等,驚 くほど予言が的中している項目も

あります.その一方,サハラ砂漠が沃野となる,

人と野獣とが自在に会話できるようになる,暴

風を防ぐことができるようになる等々,予言が

外れている項目もあります.更に,幼稚園の廃

lt二という項目があって,その理由は人智が遺伝

によって大いに発達し,かつ家庭に無教育の人

がなくなるので幼稚園の必要がなく,男女共に

入学を卒業しなければ一人前とは見なされなく

なるという御託宣もあります.

この100年前の予測に改めてRを適して感ず

ることは,予測というものはその萌芽が何らか

の形で存在 しているものは比較的によく的中す

るが,陰も形もないものはまず当たらないとい

うことであります.例えば,当時,ファクシミ

リと無線電信や有線電話は既に存在しておりま

した.したがって,それからテレビ電話の出現

を推測することは自然であったのでしょう.一

方,航空機,原子力,石油化学製品,コンピュー

タ,遺伝子工学等,良くも悪くも今世紀文明の

形成に与ったこれらの重要な事柄に,この予言

は全 く触れていないのであります.次に,感ず

ることは当時の人々の人類の進歩に対する手放

しの楽観主義であります.今世紀における科学

技術や医学の進歩とそれに基づく産業活動の発

展は,我々の生活に豊かさと大きな利便性,更

には平均寿命の延伸という福音をもたらしまし

た.その一一一万で,人類は現在,過大な人口増の

問題,環境問題や資源問題等,地球の限界に直

面することになったのであります.また,今世

紀の前半に2度にわたる世界大戦を経験 しまし

たが,核兵器の出現により,後半の半世紀間に

は大国間の総力戦こそ起 りませんでした.しか

し,民族,宗教,貧富,政治体制等に起因する

紛争は絶えることがなく,問題解決の方途を兄

いだせないまま,来世紀に持ち越されます.21

世紀にはこれらの問題に加えて,食料 ･資源の

争奪という古 くて新しい争点が浮上し,国際的

な紛争が激化する恐れもあります.どう考えて

も21世紀は楽観できる状況にはないのであ り

ます.

もちろん,20世紀初頭の人々がその後今世

紀中に出現した諸々の大発見･大発明を予見でき

なかったように,来Lu-紀中に人類が我々の想像

の及ばない叡智を発揮 して,これらの問題を解

決する方途を兄いだす叶能性も否定できません

し,そうであってほしいと願うものであります.

マルチメディアを中核とする情報通信技術に

は電気通信の理想の実現,新産業の創出,ある

いは新 しい文化創造のツールとしての期待がか

けられております.これに加えて,この技術は

本来的に資源 ･エ*)レギーの消費が少なく,

ベーパレス化や仮想空間会議等の活用による交

通の代替等を促進することによって,間接的に

も資源 ･環境問題に貢献することが期待されま

す,上述したような抜本的な解決手段を兄いだ

す前に,人類がカタストロフィーに画面するの

を回避し,経済の持続的成長を図り,国際紛争

を未然に防ぐ上で,情報通信技術の果たす役割

は極めて大きなものがあります.本学会として

もこうした視点に立っで情報通信に関する研究

を推進する必要があるのではないでしょうか.

5.学会の現状と将来

ここで本学会の現状と将来について触れてみ

たいと思います.

ソサイエティ制もほぼ定着し,学会全体とし

ての調和を保ちつつ各ソサイエティが独自の活

動を活発に行っていることは御同慶の至 りであ

ります.
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学会の電子化は近年の課題でありましたが,

金子会長時代に同会長の熱意でハード面での抜

本的な整備充実が図られ,インターネットサー

バ,会員管理データベースサーバ,投稿論文管

理システム,経理システム等の機器の更新 ･新

設を行うとともに,プレゼンテーション機器の

導入や仝事務局員にPCを配布する等の施策を

実現致しました.当学会もようやく紺屋の自袴

の状態から脱出することが可能となったのであ

ります.次いで長尾前会長時代にはソフト面の

整備を行うとともに,これらのシステムを活用

するための諸方策を立案致しました 詳細は別

途会誌等で報告されるとおりであります.また,

社団法人の総会に関する所轄官庁の指導の強化

を受けて,新たに代議員制を導入することとな

り,同時に理事数の増員,海外会員制の創設,

基金の創設等を図ることになりました.この結

莱,定款 ･規則の改定が行われます.

一万,本学会の会員数は平成 6年度末の

42,036をピークとしてその後年率 1%前後の

割合で減少しております.この減少率は多くの

他学会のそれよりも緩やかな値ですが,長引く

不況の影響を確実に受けているといえましょ

う.短期的には我が国の経済状況が回復するに

つれて会員減少に歯止めがかかることが期待で

きますが,経済状況の回復が遅れるようであれ

ば,学会にとってより大きな問題として,現在

我が国で進行中の若年人口減少化傾向の影響が

クローズアップされてくるでしょう.国立社会

保障 ･人口問題研究所の平成 9年度の推計によ

ると我が国の総人口は1995年 10月 1日現在

で,1億 2,557万人であり,その後しばらく増

加を続け,2007年に 1億 2,778万人でピーク

に到達 した後減少に転 じ,2050年には1億 50

万人になると予想 しております.そして65歳

以上の高齢者の割合は1995年 16.2%,2000年

には17.2% となって現在のスウェーデンと同

程度になり,2025年には27.4% と増加 し超高

齢化社会に突入すると見られております.一方,

年齢 15歳以下の年少人口は既に減少傾向が続
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いてお り, 1995年 16.0%,2003年 14.3%,

2020年 13.7%,2030年 12.7% とな り,その

後反転するものの13%程度で推移するものと

予想されております.また,15歳から64歳ま

での生産年齢人口の割合は1995年の69.5%か

ら減少 を続 け,2021年 には59.4% とな り,

2050年には54.6% まで低 卜すると予想されて

おります.

このような少子化,高齢化,そしてこれらに

伴 う生産年齢人口の減少は21世紀の前半に,

我が国社会のあらゆる側面で大きな影響を与え

るものですが,本学会も長期的にはその影響を

逃れることはできません.こうした問題-の対

処を含め学会のあるべき姿について,寺田室長

を中心に企画室で精力的に検討が進められてお

ります.国際化や守備範囲の拡大等を推進する

ことにより新しい会員を獲得すること,あるい

は高齢者が学会離れを起さないですむようにコ

ストパフォーマンスの良いサービス形態やきめ

こまかな会員種別を導入するなどの施策を推進

する必要があると考えます.

6. む す び

私が駆け出しの研究者であったころ,本学会

の大会や研究会の会場には,それぞれの分野で

既に名をなしたシニアな会員の方が陣取って,

発表者に鋭い質問を浴びせ,関連した的確なコ

メントをする風景がごく当り前に見られたもの

であります.こうした光景が最近少なくなって

いるのではないかと気がかりです.学会にはい

ろいろな使命 ･役割がありますが,その原点は

研究発表,情報交換の場を提供するとともに,

研究者,特に若手研究者を鍛える生きた教室の

役割を果たし,もって学問技術の発展に貢献す

ることでありましょう.この面でも皆様の一層

の御理解と御協力を賜 りたいと思います.

それでは最後に本学会の着実な発展と会員の

皆様のますますの御健勝を祈念致しまして,私

のごあいさつに代えさせて頂きます.


